
ながさき宣言 

 

我が国の近代西洋医学は 1857 年に来日したオランダ軍医ポンペ・ファ

ン・メールデルフォールトによりこの長崎の地にもたらされた。ポンぺの

「医師は自らの天職をよく承知していなければならぬ。ひとたびこの職務

を選んだ以上、もはや医師は自分自身のものではなく、病める人のもので

ある」という言葉は長崎大学医学部建学の基本理念として今に伝えられて

いる。この言葉に示されている医師としてのモラル、使命感が我が国の医

療を支えてきたといっても過言ではないと思われる。 

しかし昨今の「働き方改革」においてはこのような医師の思いが考慮さ

れずに、労働者としての医師の側面のみが強調されて進められている。こ

のままでは「働き方改革」によって救急医療現場の混乱、病院機能の低下

などをきたし、地域医療の崩壊を招くことが危惧される。我々は今回の改

革において、勤務医が高いモチベーションを持ち続け、地域医療の発展に

向けてこれまで以上に貢献できることを願って、次のとおり宣言する。 

 

 

一．長時間労働の是正は重要だが、その運用に関しては医師の特殊性に 

十分に配慮することを望む 

一．働き方改革において研修医等の若手医師への教育が萎縮することの

ないこと、研修医等の若手医師の学習の機会を確保することを望む 

一．勤務医の過重な勤務実態を広く周知することにより、国民全体の理解

が深まることを期待する 
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